
No. 2B2

18 -st1- 9
18 -2nd- 13
14 -3rd- 11
22 -4th- 18

-OT1-

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

29 * 26 4 9 6 13 2 4 0 2 3 5 0 3 0 0
1 * 5 0 0 2 4 1 1 0 1 5 6 0 0 0 0
6 * 17 3 10 4 6 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0

13 - - - - - - - - - - - - - - -
14 0 0 3 0 0 0 0 0 1 3 4 0 0 0 0
15 - - - - - - - - - - - - - - -
17 2 0 3 1 2 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0
18 - - - - - - - - - - - - - - -
21 - - - - - - - - - - - - - - -

28 12 0 0 5 8 2 2 0 3 1 4 0 0 0 0
30 - - - - - - - - - - - - - - -
31 * 4 0 2 1 2 2 2 0 1 2 3 0 0 0 0
33 * 6 1 3 1 1 1 2 0 3 3 6 0 0 0 0
41 - - - - - - - - - - - - - - -
52 - - - - - - - - - - - - - - -

                
                
                
                
                

       
合　　計 72 8 30 20 36 8 11 0 11 21 32 0 3 0 0 0:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

2 * 7 1 4 2 3 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
3 - - - - - - - - - - - - - - -
4 * 11 0 1 3 8 5 9 0 2 7 9 0 0 0 0
5 2 0 0 0 3 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0
6 * 4 0 0 2 6 0 0 0 0 4 4 0 0 0 0
9 - - - - - - - - - - - - - - -

10 2 0 0 1 4 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
13 * 2 0 3 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15 - - - - - - - - - - - - - - -
17 - - - - - - - - - - - - - - -
18 17 2 10 3 9 5 6 0 0 3 3 0 0 0 0
20 - - - - - - - - - - - - - - -
21 - - - - - - - - - - - - - - -
22 * 6 0 1 3 4 0 0 0 1 3 4 0 0 0 0
88 - - - - - - - - - - - - - - -

                
                
                
                
                

       
合　　計 51 3 19 15 40 12 17 0 3 18 21 0 1 0 0 0:00

FG: F: TO: MIN:
成功 3P: OR: AS: S: スターター

試投 2P: DR: ST: OT: 延長

シュート率 FT: TOT: BS:

大会名称：

開催場所：

試合区分：

期　　　日：

開始時間：

終了時間：

ゲームレポート

ブロックショットトータルリバウンド

○ ●

72 51

フリースロー

フィールドゴール

％:

○第1ピリオド
　学院大は出だしから＃２９中心とする積極的なプレーと確実なシュートで得点を重ねていく。また、プ
レッシャーの強い堅い守りで、相手に流れをわたさない。一方仙台大は、相手のミスを突くプレーでゴー
ルを狙うも、思うようにシュートが決まらない。さらに度重なるファールでチームファールとなり、フリース
ローを与え失点が増える。１８－９で東北学院大がリードした状態で第一ピリオド終了。
○第2ピリオド
　前半、仙台大は、相手のミスを誘うディフェンスからパスカットをし、加点していく。また、センターを中
心とするオフェンスで徐々に点差を縮めていく。しかし、東北学院大はパスミスから失点で、出だしこそ
つまずいたものの、早い展開のオフェンスで流れを引き戻す。３６－２２で東北学院大がリードし、前半
を折り返す。
○第3ピリオド
　仙台大学はディフェンスをゾーンディフェンスに変更してシュートは打たれるものの、確実にリバウンド
をとり、オフェンスにつなげる。また＃2の3連続得点で流れを引き寄せる。東北学院大は相手のゾーン
ディフェンスに苦戦するも、相手のミスを見逃さず安定して加点していく。後半、徐々にゾーンディフェン
スに対応し、合わせからのジャンプシュート、さらには＃２９の３Pで点差を引き離し、５０－３３で東北学
院大がリードした状態で第三ピリオド終了。
○第４ピリオド
　前半、仙台大は激しいプレッシャーディフェンスで相手のミスを誘い、得点を重ねていく。さらに中盤、
2連続で3Pを決め、流れを引き寄せる。一方、東北学院大はタイムアウトを取り、立て直し、さらに＃６
と＃２９の３Pで徐々に流れを引き戻す。最後は７２－５１で東北学院大が勝利した。
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